
房総丘陵元清澄山地区におけるニホンザル野

生群の分布と生態

福田喜八郎 (東 大 ･良)

仲 英 倍 (東鉄工大 ･員)

上原 盃男 (京 大 ･理)

1976年の打総丘陵元治琵山地区におけるニホンザル野

生群の調査は,7月14日～7月22日･12月18日～12月27日

の押Jgm におこなわれた直接観察と聞き込みによって,

断片的ながら群れの動きが把捉されたので報告する｡

7F)の羽立では,群れは小屋ノ沢 ･通称見はらし岩･

湖切沢の3ヶ所をそれぞれ遊動しているところが祝祭さ

れたが,みな短時間の観察で,夏季の群れの観察の困難

さを四確認させられた｡また当初予建された連日の取り

凹み法による調査も,央行できなかった｡

小丘ノ沢を遊動していた群れが,迎よく伐採跡地にそ

の姿を現わしたので,群れの一部をカウソT.することが

できた｡この群れは,幅2∞m く･らいに広がって移動し

ていたが.そのうち視界の効く斜面にいたサルは66頭で

あった.死相こなっている斜面に何97i(･らいのサ/レがい

るのか知るために,群れの中に突入してカウソトを試み

たが.クモの子を散らしたように走るサルの動きに,と

うていカウソトし切れなかったが,餌場で見られる群れ

の鵜合状態の感触から,上記66頭以外に100頭以上のサ

ルがいることを確信した｡従来元清澄山地区における群

れのカウ./ト例は,滋大で48頚であり,苗宕山地区に比

べて郡れのサイズは小さいと思われていたが,この観察

によって元的田山地区にも150預を越える個体数を有す

る群れがあるという新知見が得られた｡

12月の調光では,郷台のクスノキ榊こ集中している群

れと,相ノ沢から林道を横断して東/沢へ移動する群れ

が批祭された｡また聞き込み調査では,折木沢や点滝で

叔矧こ郡がJLられるという1974年以来の秋季から冬季の

仰向が今年もみられた｡
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昆久也の照葉樹林帯にヤクザルが多数群連続して自然

分布する地域で,1.各群の年令･性構成を把捉して,

1974年以来の資料の蓄積とあわせて,地域個体群レベル

の,人口動腰をとらえること,--I2.'地域個体群を構成す

る隣接群間での群れ生活の相速と群間開拓を調べること

を主な目的とした｡

調査は,国割岳西斜面で,7/16-8/4まで20日間延べ

14人が参加して行なわれた｡

本地域の群れの分布は1975年度までの調査で明らかと

なっており,ほぼ再確認された｡半山を中心とする3群

ではかなり正確な年令 ･性構成をとらえられ,他に2

秤,不十分ではあるが部分的カウソトが記録された｡

28種,33種部位の植物性食物が記鐙された｡主要食物

4種の変化をみてみると,イヌビワは調査期開聞を通じ

てよく利用され,アオモジは7月末に急に利用されなく

なり,8月初めに如し始めたアコウらにサルがつき始め

ると全く利用されなくなった｡また7月末よりアカメガ

シワが熟し始め,8月に入ると主要食物の地位を占める

ようになった｡食物の中で,Ficus屈の占める割合が非

常に高いことが特色の一つである｡

エ17iF場群と半山群が共通して利用する地域があり,こ

の2群間で延復地域の土地利用に相通があることが明ら

かとなった｡ しかし2群間の出会いは観察できなかっ

た｡

サブグルービング現象については,社会的性比の迎う

上の2群問でその様相に違いがあることや,泊り場を適

えたサブグルーピソ〆パーティーの翌朝の出会いも観察

された｡

本地域は,昆久島で唯一ヶ所海岸より大鋭供に照糞樹

林が残っている場所であり,ヤクザルの高密皮な白紙分

布がみられ,ニホソザルの主要生息地であった爪糞樹林

帯での生活を知る上で不可欠な地域であり.シカや鳥期

も多数生息する｡組物学的にも盃要な本地域の森林と動

物の併設が十分になされなければならない｡

ニホンザル ･ハナレオスにおける社会的出会

いの構造
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群れを離れて単独生活をしているニホソザルのオスの

間で生起する "締れな出会い"の構造を分析することを

通じて,オスの対地的態度の一般的特性を了解すること

が本研究の主限である｡調査は宮崎脹串良において00日

間行なわれた｡調査方法は主に個体追跡法を用い,15頭

のハナレオス (7歳～11歳)を計148時間にわたって追

跡し,その間に生起する相互作用を全て記収した｡

今回の調査と1974年度の調査結果 (菅原'75) との比

較から,次の3点を指摘できる｡ 1)前回5-6歳であ

ったオス (12頭)の42%が島外に去っていることから,

群れ敵脱直後のオスは6-7歳にかけて急故な孤立化と

生活空間の改変に向かう傾向が強いと言える｡2)一方,

より年長の-ナレオス (16頭)の87･5%が現在も島内に
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